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1. はじめに 

放送局による番組のネット同時再送信や Hybridcast サー

ビスの開始，スマートフォンの普及などを契機として，コ

ンテンツの視聴形態がより多様化しつつある．しかしなが

らコンテンツを視聴するための操作が配信メディアや利用

端末によって異なることが，利便性や視聴機会を損なう要

因となりうる．本稿ではこの課題を解決するために，配信

メディアや利用デバイスに依存しないコンテンツ視聴のた

めのプラットフォームを提案する．さらにその核となる技

術である，コンテンツの各メディアにおける配信状況を一

元管理するサーバと，デバイス上で動作する放送通信を統

合して取り扱うエンジンおよび，配信メディアに依存しな

いリンク記述を組み合わせたシステムモデルの試作と検証

について報告する． 

2. 研究の背景 

スマートフォンをはじめネット機器の普及が年々進み， 

10-20 代においては，ネット利用者がテレビ視聴者の割合

を超えた[1]．しかしながらスマートフォン利用者のうち

66%のユーザは動画視聴サービスを利用しており[2]，動画

コンテンツ視聴の需要が利用するデバイスや配信メディア

に関係なく存在していることが分かる． 

また放送局は放送だけではなく VOD やネット同時再送

信など通信によるコンテンツ配信をすでに一部で開始して

いる．外出時にスマートフォンでコンテンツを視聴したり，

HTML5に対応する Hybridcast受信機[3]で VODを視聴した

りと，多様な視聴形態が実現される環境が整いつつある． 

2.1 コンテンツ視聴操作における課題 

現状では，放送と通信など配信メディアやユーザが使用

するデバイスごとにコンテンツを視聴するための操作が異

なっており，利便性が損なわれている．また放送と通信で

はコンテンツを示す情報が異なるため，ユーザ間ではコン

テンツ共有が難しいことや，視聴可能なコンテンツに気付

かないことなどが視聴機会を損なう要因となっている． 

ユーザが共通した操作でコンテンツ視聴をできるように

するためには，視聴状況に応じて最適な再生デバイスや配

信メディアが自動的に選択されるシステムや，再生デバイ

スや配信メディアに依存しないコンテンツの識別子などが

提供される必要がある．コンテンツ識別子については各事

業者やサービスごとに付与しているものや，TV-Anytimeの

コンテンツ参照 ID（CRID）の規格などが存在している[4]．  

2.2 コンテンツの効率的な配信に向けた課題 

移動通信トラフィックは 2010 年からの 4 年間に 10 倍以

上増加しており，その大きな理由のひとつに動画コンテン

ツの視聴がある[5]．通信ではユーザごとにカスタマイズし

た情報を送ることができる一方で，放送は一度に大容量の

情報を伝送でき，受信ユーザ数に関わらず一定のコストで

配信できる．放送と通信の両メディアを組み合わせた効率

的な配信が，コストの削減と安定配信につながる． 

3. 放送通信統合型コンテンツ視聴プラットフォー
ムの提案 

2 章に示した課題を解決するために，放送と通信の両配

信メディアを統合するコンテンツ視聴プラットフォームを

提案し，そのコンセプトを図 1 に示す．本プラットフォー

ムではコンテンツは放送と通信によって配信され，ユーザ

は SNSや番組表などに組み込まれたコンテンツへのリンク

から視聴する．その際ユーザはデバイスやメディアの違い

を意識することなく，おかれた状況において配信メディア

や再生デバイスなど最適な視聴形態が自動的に提供される．

プラットフォームの要件を以下に示す． 

要件 1 デバイスや配信メディアに依存せず，ユーザのコン

テンツ視聴のための共通の操作に対して，最適な番

組視聴形態を提供すること 

要件 2 ユーザ間におけるコンテンツの共有をデバイス・メ

ディアに依存せず可能にすること 

要件 3 視聴タイミングに依存せず，コンテンツの視聴を可

能にすること  

4. 提案プラットフォームのシステムモデル 

提案プラットフォームを実現するためのシステムモデル

を図 2 に示す．ここではコンテンツの各メディアにおける

配信状況を一元管理するサーバと，デバイス上で動作する

放送通信を統合して扱うエンジンおよび，配信メディアに

依存しないリンク記述を組み合わせた設計について述べる． 

4.1 配信状況管理サーバ 

配信状況管理サーバは，各メディアにおいてコンテンツ

がどのように配信されているかを一元管理するサーバであ

る．配信者はコンテンツ配信方法の決定・変更の際に，こ

のサーバに対して通知を行う（図 2 手順 1）．各コンテン

ツに対して，放送チャンネルや同時再送信，VODサービス

のURLなど複数の配信方法の登録を受け付ける．併せてコ

ンテンツの解像度や配信までの遅延時間などの格納も行う． 

図 1  提案プラットフォームのコンセプト 

†日本放送協会, Japan Broadcasting Corporation (NHK) 

FIT2015（第 14 回情報科学技術フォーラム）

Copyright © 2015 by Information Processing Society of Japan and
The Institute of Electronics, Information and Communication Engineers
All rights reserved.

 341

M-021

第4分冊



4.2 放送通信統合エンジン 

放送通信統合エンジンとは，ユーザに対してデバイスと

配信メディアに依存しない操作を提供するためにデバイス

上で動作する機能部である．ユーザがコンテンツへのリン

クを選択すると，デバイスにおいて放送通信統合エンジン

にそのリンク情報が渡される（手順 2）．本エンジンが配

信状況管理サーバに対してそのコンテンツの配信状況を問

い合わせると（手順 3），複数の配信方法がリストとして

返信される（手順 4）．エンジンはリスト上の配信方法の

中から，最適な取得方法を決定し（手順 5），コンテンツ

の取得提示を行う（手順 6）．ここで最適な取得方法とは，

取得配信コンテンツの画質やデバイスの機能など，多様な

パラメータから計算することを想定している． 

4.3 コンテンツを示すリンク記述 

配信メディアに依存することなくコンテンツを指定する

情報をURL形式のリンクとして記述する．配信方法は配信

状況管理サーバと放送通信統合エンジンによって視聴時に

動的に解決される．これによりメディアに依存しないコン

テンツ視聴やメディア間をまたいだコンテンツの共有が可

能となる． 

5. システムモデルの試作 

4 章で示したシステムモデルの試作と動作検証について

述べる．  

5.1 試作環境 

図 3 に示す構成において，システムモデルの動作検証を

行った．試作において放送通信統合エンジンとコンテンツ

視聴アプリケーションは HTML5 による Webアプリとして

実装した．同 Webアプリには視聴中コンテンツへのリンク

情報を取得し，他端末に共有する機能を実装した． 

コンテンツは放送とネット同時再送信，VODによってそ

れぞれスケジュールに基づきコンテンツを配信させた．放

送通信統合エンジンにおけるコンテンツ取得経路の決定ア

ルゴリズムに用いる優先度は機能検証の単純化のため“放

送 > ネット同時再送信 > VOD”とした． エンジンは利用可

能な受信機能をブラウザのユーザエージェントで判定した． 

5.2 動作検証 

Hybridcast 受信機とタブレットのそれぞれで同一の番組

表Webアプリをロードし，コンテンツAを示すリンクをク

リックしてコンテンツの視聴を行った．このときコンテン

ツ Aの配信方法は図 4に示すように更新した．時刻 0:01で

視聴操作を行うと，Hybridcast 受信機は放送を，タブレッ

トは同時再送信をそれぞれ受信し，時刻 0:02では両端末と

も同時再送信を，時刻 0:03 では両端末とも VOD を受信し

た．両端末がコンテンツ取得経路を適切に決定し，再生す

ることを確認した（要件 1, 3）． 

また時刻 0:01 において，コンテンツ A を視聴している

Hybridcast 受信機から共有されたリンクから，タブレット

が同コンテンツを同時再送信で視聴し，同様にタブレット

から共有されたリンクから Hybridcast 受信機は放送でコン

テンツを受信し，再生した．端末やメディアに依存しない

コンテンツの共有が可能であることを確認した（要件 2）． 

6. まとめ 

本稿では配信メディアや利用デバイスに依存しないコン

テンツ視聴を実現するために，放送通信統合型コンテンツ

視聴プラットフォームを提案した．またそのプラット

フォームを実現するための 3 つの要件をもとにシステムモ

デルを設計し，試作検証を通じて有効性を確認した． 

今後は放送通信統合エンジンにおけるコンテンツ取得経

路決定の最適なアルゴリズムや，放送と通信を組み合わせ

てコンテンツの配信を行う際の配信側からの利用帯域の最

適化，ユーザによって記述しうるコンテンツのリンク書式

やその運用などについて引き続き検討を行っていく． 
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図 3  試作システムモデルの構成 

図 2 提案プラットフォームのシステムモデル 

図 4 コンテンツ Aの送出状態と端末取得動作結果 
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